
  News Letter  　 
 2022年4月1回号　発行：常総生協広報G 

 2022年度活動テーマ（案）「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 宮城、福島で震度６強 Ｍ７・３、⽯巻で津波２０センチ 

 【速報】常総⽣協の⽣産者の状況 
 　3月16日午後11時36分ごろ、宮城県と福島県で震度６強の地震 

 がありました。気象庁によると震源地は福島県沖で、震源の深さは 

 約６０キロ。地震の規模はマグニチュード（Ｍ）7.3と推定されていま 

 す。気象庁によると、１７日午前０時２９分、宮城県の石巻港で２０セ 

 ンチの津波を観測したとの事です。宮城、福島両県をはじめ東北や 

 関東、中部、関西など広い範囲で揺れが観測されました。被害に 

 遭われた方へ深くお見舞い申し上げます。 

 ※画像：Yahoo!JAPANより 
 現在生産者の安否・被害の確認中です。 

 ※下記の表は3月17日時点の生産者の状況です。随時更新し 

 ていきますので、詳細は常総生協ホームページをご覧くださ 

 い。 

 ⽣産者  産地  商品  安否・被害状況 

 ⿊澤 重雄  宮城県  ⽶  無事・被害なし 

 蔵王酪農センター  宮城県  チーズ  確認中 

 ㈱瀬川本店  宮城県  漬物 他  確認中 

 ㈱⾼橋徳治商店  宮城県  練り物  無事・備品の破損、配管等修理確認中 3/17時点 

 ㈲趙さんの味  宮城県  キムチ  確認中 

 ㈱まるたか⽔産  宮城県  カキ  確認中 

 塩屋（センシン⾷品）  宮城県  ⽔産加⼯  無事・被害なし 

 千倉⽔産（⽣産現場）  宮城県  サンマ  確認中 

 丸友しまか  岩⼿県  鮮⿂  無事・被害なし 

 コタニ（⽣産現場）  岩⼿県  海藻  確認中 

 リアス（⽣産現場）  宮城・ 
 岩⼿県  海藻  無事・被害なし 

 気まぐれ茶屋ちえこ（飯舘村）  福島県  どぶろく  無事・被害なし 

 渡辺とみこさん  福島県  かぼちゃ  無事・被害なし 

 ⼆本松有機農業研究会  福島県  ⼈参 
 ジュース 

 無事・いくつか⼈参ジュースのビンが割れたが⼤きな被害 
 はなし 

 (有)ハッピーファーム  福島県  なめこ  無事・⼀部備品が破損したが⼤きな被害はなし 

 フードネット有限会社  福島県  果実 他  無事・⽔・ガス復旧作業中 3/17時点 

 酪王乳業㈱  福島県  ヨーグル 
 ト  無事・被害なし 



        4⽉の平和の集い活動 市⺠学習会  

 私たちのくらしと憲法 
 〜⽇常の出来事に⽇本国憲法がいっぱい!!!〜 

 4⽉のテーマ︔  「  フリースクールと⼦どもの学習権」    

  ⽇時︔2022年 4⽉6⽇ ⽔曜⽇ 10時〜11時30分 
  開催場所︔組合員活動室  または  オンライン  (ZOOM  使⽤) 
       ※どなたでも参加出来ます 
  参加費︔200円 ※  参加した際は、共同購⼊費と⼀緒に徴収します 
    参加申込︔①右のQRコードから 
       ②常総⽣協HPから 
       ③電話︔0297-48-4911 

 〇講師 ⼭本茂先⽣より（元茗渓学園社会科教師） 
  コロナ蔓延のため２回休会の運びとなりました。⾒通しは視界不良ですが、憲 
 法を学ぶ意義は⽇増しに⾼まっています。ロシアがウクライナ侵略を開始し、戦 
 後の国際秩序が危機に瀕しています。戦争の放棄を掲げる⽇本国憲法の理念は今 
 こそ⾼く掲げられなければならないのです。ところが、安倍元⾸相ほか⼀部の政 
 治家や時代を逆⾏させようとする勢⼒は、「核共有」という⽇本国憲法はもちろ 
 ん、⾮核３原則や原⼦⼒基本法にも違反する⾔説を⼤きな顔で振りまいていま 
 す。⽇本国憲法を学びましょう︕「くらしと憲法」の講座は、⾝近な話題を取り 
 上げ、憲法と⼈権・⺠主主義についておしゃべりをする楽しい⼀時を提供しま 
 す。逐条解説の形からテーマごとに進め⽅を変えました。 

 気楽におしゃべりをする憲法カフェにどうぞお出でください。 

 〇5⽉〜7⽉の予定 

 組合員さんからの映画「⽜久」の感想がきました。 

    昨年、⽣協で⽜久⼊管の実態を知るための⾯会の企画の報告を読ませて頂いていた。先⽇のニュースレ 
 ター（3⽉2回号）で組合員の関⾕さんの映画『⽜久』の案内を⾒た。 
  「⼈間の⽣命と⼈権、どのように扱われているか、知る権利、⾃由と正義、その⽜久は私たちの地にあ 
 る」・・・関⾕さんのことばひとつひとつに導かれて家族で⾒に⾏った。 

  「難⺠」・・・⾃国で迫害を受けて第三国での保護を求めて政府に申請（難⺠申請）しても、⽇本ではわ 
 ずか1％ほどしか認められていない。難⺠として認められないと強制送還（退去強制⼿続き）されるが、そ 
 れまでの間は「不法滞在」とされ、⼊管施設に収容される。昨年3⽉、名古屋⼊管でスリランカ⼈のウィ 
 シュマさん（⽇本語学校の学⽣として⽇本に来て、その後難⺠申請）が医療措置を受けることができずに亡 
 くなった。新型コロナ対策で収容⼈数を減らすために⼀時的に「仮放免」（「放免」とはいったい何なの 
 か︖）されても、働く事も禁⽌され、医療保険も適⽤されないで貧困に追い込まれる。 
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  映画では監督が⾯会する映像。2年とか4年とか収容されている⽅とアクリル板に⼿と⼿を重ねるあいさ 
 つ。まるで刑務所の⾯会所。続いて裁判所からの提出命令で⽜久⼊管（「東⽇本⼊国管理センター」）当局 
 が提出したビデオ撮影の映像。 
  「制圧︕」・・・驚いた。四五⼈の警備官が、ひとりの⽅を床にねじ伏せ、⾸にゲンコツをグリグリ押さ 
 えつけて息が出来ないようにしている。「痛い︕痛い︕」・・・。これが裁判所に提出した「公式ビデオ」 
 である。ビデオの中では、押さえられた⽅が「ビデオ回して︕ビデオ回さないときに暴⼒した︕」と訴えて 
 いる。 
  「難⺠」といえば、今ウクライナからの難⺠をポーランドをはじめヨーロッパの国々が受⼊れている。 
 「制圧」といえばロシアの侵攻と制圧と市⺠への爆撃・殺傷と逃げ惑う姿。 
  ⽜久で⾏われていることは、難を逃れてきた「難⺠」を暴⼒ではがいじめして「制圧︕」と叫んでいる私 
 たち⽇本の国の出来事だった。 

  関⾕さんが「この映画は⼈間の⽣命と⼈権がどのように扱われているか、真実の姿を社会に知らせてくれ 
 た。⼈間が⼈間として扱われるよう被収容者の悲願と私たちの知る権利を守るためにも⼤きな起爆剤になっ 
 てくれる映画だ。⾃由と正義を取り戻すきっかけとして映画「⽜久」がある。その⽜久は私たちの地域にあ 
 る」とお話してくれたことを映像で⽬の当たりにした。 

  この映画によって社会に明らかになったからか、３⽉に⼊ってマスコミもとりあげ、毎⽇新聞でも「「制 
 圧」の実態（上）（下）」として⼤きな特集が組まれた。⾒出しは「⼈権問われる⼊管施設」「職員による 
 「暴⼒」 相次ぐ提訴」「⻑期収容 ⼼病む⼈多く」「頭押さえつける警備官」「移送理由説明せず」と。 
  収容施設で職員に暴⾏を受けたとして国を訴える訴訟が相次いでいる。裁判所に証⼈として召喚された警 
 備官は法廷でこの暴⼒⾏為を「確実、速やかに移送業務を遂⾏するため」「命令がある以上、それを実⾏す 
 る義務があるのでやります」と証⾔している、国側は「制⽌などの措置は合理的に必要と判断される限度を 
 超えていない」と主張している（「制圧」と「制⽌」があるようだ）。 

  オリンピックを強⾏して外国⼈を「おもてなし」するという国で起きている外国⼈への「暴⼒」。しかし 
 ひるがえって福島第⼀原発事故でふるさとを追われて国内「避難⺠」となった⼈たちは国からどのような扱 
 いを受けたか。今や借り上げ住宅から追い出され、あるいは違法⼊居として国から訴えられている。国⺠の 
 中でも差別やいじめがあった。異常な頻度で発⽣した⼦どもの甲状腺がんも⼦どもたち⾃⾝が東電を訴えな 
 ければならない。前⾸相らがその事実を世界に訴えれば再び「⾮国⺠」と⾮難される。ウィメンズ・マーチ 
 や2017年の⼥性たちのあの世界的ストライキや、3.8国際⼥性デーへの関⼼の低さも世界の⼈権意識やジェ 
 ンダー平等への世界の流れから⼤きく⽴ち遅れている。 
  わが国⽇本は国連⼈権理事会から⼈権問題について200を越える「勧告」を受けている。そして死刑の廃 
 ⽌勧告をはじめ、表現の⾃由、従軍慰安婦の補償、代⽤監獄の廃⽌、朝鮮学校の無償化、被ばく⼆世の被爆 
 者援護法の適⽤、核兵器禁⽌条約への署名などの国連からの⼈権勧告を⽇本は「拒否」している。中国の新 
 疆ウイグル⾃治区のジェノサイドやチベット⾃治区の⼈権状況を批判する前に、⾃らの国の⼈権状況を省み 
 るべきだ。 

  難⺠認定率が世界の中で極端に低いことや、難⺠申請者の扱いも、わが国の⼈権状況を象徴している。そ 
 もそも密室で外国⼈への暴⼒が振るわれ、⼊管施設での撮影も施設の裁量による規則で禁⽌されており、社 
 会が知ることもできないでいた。 
  関⾕さんが⾔うようにこの映画はその「密室」の⼈権侵害を告発した映画だった。それはこの国の⼈権状 
 況の表⾯に現れた氷⼭の⼀⾓でしかなく、実は何気ない⽇常のわたしたちの⽣活や権利が「制圧」されるこ 
 とを⽰している。 

  この映画の製作には、常総⽣協の組合員が尽⼒されたと聞いている。ウィシュマさんの遺族代理⼈を務め 
 ている弁護⼠も私の⼤学の後輩で共に活動した仲間だった。誇りに思う。多くの⼈がこの事実を知り、勇気 
 をもって声を上げてゆくことが、世界のひとりひとりの⼈権を⼤切にしてつながり、⼈々への⼈権侵害の極 
 みである戦争もやめさせることになると思う。 
  今後、各地で上映が続いていくので、ぜひご覧下さい。   

 （つくば市 Ｏ） 

 ※随時、映画「⽜久」の感想を募集しています︕是⾮ご意⾒欄⼜は、⽣協ホームページの組合員意⾒フォームから 
 ご寄稿ください。各地での上映スケジュールは  映画「⽜久」で検索してご確認下さい。 
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https://www.ushikufilm.com/theaters/


 ＼おうちで種まき、はじめよう／ 

 春の家庭菜園講座お知ら  せ 
  常総⽣協では「有機農業」の推進をおこなっています。常総⽣協が掲げる「有機農業」は、単に「●●農薬を 
 使っていません」という事ではなく、「⼈の健康 ・ ⽣命を⽀えるもとだね」として考え、健康な⼟づくりから 
 ⾏っている、地域や⼟地で循環させる農業をおこなっている(⽬指している)かを指します。 その推進の⼀環とし 
 て、2009年から野菜そのものだけでなく「苗の企画」をおこなってきました。それは有機農業を 
 おこなっている地場⽣産者さんから実際に夏・冬野菜として出荷する苗をいただき「まずは私た 
 ち(組合員)でも育ててみよう︕」という取り組みです。 
  今回は「春の家庭菜園講座」と題し、固定種の伝統野菜を⾃家採種しているつくば市の飯野農 
 園さんの畑にいき、圃場⾒学や家庭菜園のポイントについて教えていただきます︕ 

 ※今回は、感染防⽌対策をおこない現地で講座をおこないます。 

 （⽇時）2022年4⽉9⽇(⼟)10:00〜12:00 
 （集合場所） 

 ●  飯野農園さん宅（つくば市花室911-1）※現地集合、解散 

 （内容） 
 ●  10:00〜11:00 

 ○  固定種の圃場や種取りの⾒学                   飯野さんご夫妻 
 ○  家庭菜園のポイントなどを勉強 

 ●  11:05〜12:00 
 ○  援農活動（除草などその時に必要なお⼿伝い）→終了 

 （準備） 
 ●  動きやすい服装、マスク、帽⼦、⽔筒、軍⼿ 

 （申込⽅法） 
 ●  事前申し込みが必要です。 
 ●  下記申込書を切り取り提出いただくか、⼜は右のQRコードからお申込 

 みください。→ 

 （参加定員）15名前後(※上限を超えた場合は抽選となります) 

 （申込締切）4/1(⾦)迄 

 （参加費）無料(※1時間弱ですが、援農活動のご協⼒をお願いします) 

 （お問合せ）常総⽣協本部 （担当︓⼩宮⼭） 電話0297-48-4911 
 初めての⽅でも楽しく参加できます。ぜひ多くのご参加をお待ちしています(^^) 

 ・注⽂提出時に供給担当へお渡しください。尚⼈数が多い場合は抽選となります。予めご了承ください。 
 ・新型コロナウィルス感染状況に応じて開催中⽌になる場合がございます。ご理解の程お願い致します。 

 ↓参加ご希望の場合は、下記を切り取り提出ください↓ 

  【飯野農園さんによる家庭菜園講座 参加申し込み⽤紙】4/9(⼟)10:00〜12:00 

 コース名︓       組合員No︓         ⽒  名︓            参加⼈数︓⼤⼈     ⼦ども     
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